
【取組内容】 共有ドライブで相互参照・相互評価・ふりかえりをいつでもできる環境づくり

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

子どもが興味・関心のある題材を選び、
本やインターネットなどを使って調べ学
習を進めた。
同じ題材を選んだ人とグループになっ
て共同編集することで、グループ内外で
の情報を共有したり、相談したりできた。
共有ドライブでいつでも友達の作品を
見ることができる環境を作り、子どもが
必要性を感じたときに相互参照や相互評
価をしながら学ぶことができるようにし
た。コメントをし合うことで、場所と時
間を問わずに児童も教員も相互評価や支
援・指導が可能となった。
学びの蓄積による既習事項の振り返り
にもなり、学習内容や学習方法を学び直
したり、関連付けたりしながら理解を深
めることができた。



【取組内容】 単元目標、評価基準、授業の流れを提示し、見通しをもって学習

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元目標や学習課題、本時の評価基準
をGoogle Classroomや学習支援ソフトを
使って毎時間提示し、目的や課題意識を
もって学習できるようにした。

学習の流れや必要な資料をGoogle 
Classroomや学習支援ソフトに提示・添付
することで、見通しをもって学習できる。
進度や相談の有無が一目でわかるスプ
レッドシートやホワイトボードを準備す
ることで、各自の進み具合を子どもも教
員も把握することができ、支援やアドバ
イスをしやすくなった。



【取組内容】 「思考ツール」で整理・比較、「情報カード」で出典確認（情報モラル）

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

調べ学習では、Googleスライドや学習
支援ソフトで思考ツールを使用。観点を
もって調べたり重点をまとめたりする力
を養うことにつながった。
低・中学年のうちに多様な整理・分析
の方法を体験的に学ぶことで、高学年で
子ども自身が選択して学びの整理・比較
を行うことを目指している。常に相互参
照できる環境を作ることで、学習内容だ
けでなく、まとめ方やまとめるスピー
ド・調べ方など情報収集や整理・比較の
方法を友達から学び取る姿勢が身につい
てきた。

Googleスライドや学習支援ソフトで国
語科で学習した出典に関する情報カード
を作成。どの教科の調べ学習でも活用し、
情報収集やまとめ・表現で活用すること
で情報モラルに関する知識と技能を高め
た。



【取組内容】 校務DX①（ポータルサイトで必要な情報を簡単に探せる）

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学校ポータルサイトを作成した。
良く使うサイトや資料が保存されて
いるGoogleドライブ、校内のアン
ケートフォームなど、ワンクリック
で参照できるようにした。

校内行事予定をGoogleスプレッドシー
トで作成し共有している。（ポータルサ
イト上に埋め込んである。）
タブを切り替えると各学年の週案も確
認できるようになっており、どの学年が
何をしているのか、把握しやすくなった。



【取組内容】 校務DX②（会議・研修資料のペーパーレス化）

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校内の資料はできる限り電子化し、クラ
ウド上に保存、共有してペーパーレス化を
図っている。また、研修スケジュールをス
プレッドシートで共有し、研修資料も同じ
スプレッドシート上で共有しながら研修を
進めている。
今年度（１１月末時点で）は、約６万円
のコピー代を削減することができた。


